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論文

大学初年次生における適応感とキャリア意識との関連

要　旨
　本研究では、2020年度と 2021年度の各前期終了時に、A大学に在籍する 1年生を対象に、大学適応感とラ
イフキャリアに対する意識に関する調査を行った、最初に、2年間の学生の傾向を検討したところ、適応感お
よびキャリア意識には両年度で違いは認められず、男性よりも女性の方が、適応感が高い傾向が示された。
そのうえで、適応感とキャリア意識との関連を検討したところ、居心地の良さ感や目標に向けての充実感、
周囲からの信頼感といった肯定的な適応感の側面が、キャリア意識の各側面と関連していることが明らかと
なった。なかでも、キャリア意識の重要な側面と考えられる将来に向けた展望や設計、意思決定スキルを有
する程度では、適応感の側面のうち、学生生活に居心地の良さを感じているだけでは不十分であり、自身の
課題や目的を明確に有し、周囲との信頼関係を築いていることが、重要な基盤となっている可能性が示された。

キーワード：大学初年次生／適応感／キャリア意識

1. はじめに
2010年の『大学設置基準』の改正と翌 2011年の
中央教育審議会答申『今後の学校におけるキャリア
教育・職業教育の在り方について』を受けて、大学
教育において、キャリアあるいはキャリア教育が注
目されるようになった（溝上・畑野，2013）。すな
わち、それまで正課外での自発的な就職等の支援活
動と見なされていたキャリアガイダンス（社会的・
職業的自立に関する指導等）が、大学教育の一環と
して法制上に位置づけられるとともに、学校教育の
全課程を通じて、キャリアデザインの重要性と学修
成果としての基礎的・汎用的能力（ジェネリックス
キル）の修得が明示されることとなったのである。
これらの政策動向の背景には、先の見えない不確
かな時代、あるいは、常に情報が更新される知識基
盤社会と言われる今日においては、これから社会に
出て行く若者は、これまでのように学校教育におい
て既有知識を受動的に習得するだけでは、人生の
様々な局面を切り開いていくことが困難であるとの
認識がある。そのため、様々な場面で転用可能な汎
用的技能の修得や自らの生き方を主体的に設計、修
正していくキャリアデザインの重要性が強調された
といえる。

2021年度は、上述したキャリア教育の一大転機
となる政策指針が示されてから、ちょうど 10年の

節目の年にあたる。この間、数多くの先進的な取り
組みが報告されてきた（e.g. 神原・山本・湯口・三保，
2019；永作・三保，2019；日本キャリア教育学会，
2020）。
その中で、学士課程を通じて、キャリア意識の醸
成の程度と正課学修への関与（engagement）のあり
方、あるいは、汎用的技能の習得度との関連性が指
摘されてきた（半澤，2011；小山，2016）。たとえば、
将来の展望と日常生活とを接続する行動（e.g. 私は
将来のために頑張っていることがある）を行ってい
る者（学部 3年生）は、大学での学習へも積極的な
関与（e.g. 授業外学習時間が長い）が見られること
（溝上・畑野，2013）、学業と職業の接続を意識して
いる者（短大 2年生）ほど、汎用的技能の習得感が
高いこと（小山，2016）等が明らかにされている。
澤田（2020）も、自分の将来に対して主体的にキャ
リアデザインができている者は、インターンシップ
参加の有無にかかわらず、学部 3年前期終了時での
汎用的技能のうち、コンピテンシーが高いことを報
告している。
一方、大学におけるキャリア教育の入口となる高
大接続の観点からは、初年次教育を通じた入学後初
期段階における学生の適応支援の重要性が指摘され
ている。たとえば、濱名（2007）や川島（2013）、
高橋・星野・溝上（2014）は、大学入学後の 1年前
期での適応の有無が、その後の大学生活や学修成績
（e.g. GPA）に影響することを指摘している。さらに、
学習面での適応との関連を検討した伊藤・王（2015）

＊ 1　 石川県立大学　生物資源環境学部　教養教育センター

澤田　忠幸＊ 1



－ 80 －

は、自己調整的な学習方略（self-regulated learning 

strategy）を習得している者ほど、大学での学習に
対し積極的に関与していることに加え、ライフキャ
リアに対する意識が高いことを明らかにしている
（注 1）。また、鈴木・鈴木（2019）も、大学での学
習への取り組み方や学習目標の明確化といった点に
加え、学生の大学生活への初期適応への支援も、そ
の後のキャリア意識に影響する可能性を指摘してい
る。
さて、以上の議論を踏まえると、入学後初期の大
学生活への適応の成否は、その後の学修成績のみな
らず、就職活動期に至るキャリア意識、あるいは、
その学習成果と見なされる汎用的技能の修得度とも
関連することが予想される。しかし、これまで初年
次教育とキャリア教育とは別の文脈で議論されるこ
とが多く、入学後の初期段階における大学適応のあ
り方とキャリア意識との関連を検討した研究はほと
んどない。
そこで、本研究では、地方 A大学の 1年生（2020

年度入学生・2021年度入学生）を対象として、初
年次教育科目受講後の前期終了時における大学適応
感とライフキャリアに対する意識との関連のあり方
について検討を行うことを目的とした。
ここで適応感（subjective adjustment）とは、「個
人が当該の環境を自分と合った居場所と認識する感
覚あるいはフィット感」を指している（大久保・青
柳，2003；大久保，2005）。本定義では、授業への
出席状況や単位取得状況等の外的状況を指標として
個人の適応を捉えたり、対人関係、学業等の要因に
対する内省の集合として適応感を捉えたりするので
はなく、個人と環境が適合しているときに認識する
認知や感情そのものに焦点を当てている点に特徴が
ある。このような概念化のもと、大久保・青柳（2003）
および大久保（2005）は、周囲と馴染めている快適
さを表す「居心地の良さの感覚」、周囲からの信頼
や受容感を表す「被信頼・受容感」、目標に向けて
の充実感を表す「課題・目的の存在」、周囲への違
和感のなさを表す「拒絶感のなさ」の 4因子 29項
目からなる適応感尺度を作成している。
本研究では、具体的には大久保ら（大久保・青柳，

2003；大久保，2005）の適応感尺度と河崎（2010）
のライフキャリア尺度を用いて、両者の関連につい
て検討を行った。

2. 方法
(1)  調査対象と手続き
地方 A大学における 2020年度 1年生 131名およ
び 2021年度 1年生 141名の計 272名を対象に、各
年度の前期終了時にオンラインによる調査を実施し

た。その際、本研究は A大学の教学改善およびキャ
リア教育の整備に向けた教学 IR研究プロジェクト
の一部であり、同大学人権・倫理委員会研究倫理部
会の承認を得て実施していること、回答内容が成績
評価に影響することはないこと、個人情報は適切に
取り扱うこと等を説明したうえで協力を求めた。

(2)  調査内容
1） 適応感　　自宅でのオンライン授業が中心と
なった 2020年度の学生状況に合わせて、大久保・
青柳（2003）の項目に若干の修正を加えるとともに、
大久保（2005）からも項目を追加して 32項目作成
した。入学式から現在（前期終了時点）に至る自身
の A大学での学生生活を振り返り、各項目の内容
を認識している程度について、「とてもそう思う（5）」
～「全くそう思わない（1）」の 5件法で回答を求め
た。
2） キャリア意識　　河崎（2010）のライフキャ
リア尺度 21項目を用いた。本尺度は、大学生のラ
イフキャリアの能力や態度を、幅広く 6因子（「将
来展望・設計」「情報収集・啓発的経験への積極性」
「意思決定スキル」「肯定的な自己理解」「他者との
関係重視」「生活経験・ライフバランス」）から測定
することを意図して作成されている。各項目につい
て、「とてもそう思う（5）」～「全くそう思わない（1）」
の 5件法で評定を求めた。

3. 結果と考察
2020年度は 130名（男性 68名、女性 62名）、

2021年度は 140名（男性 53名、女性 87名）から
回答を得た。

(1)  各尺度の因子構造
最初に、回答の得られた計 270名のデータを用い
て、適応感とキャリア意識の各尺度について主因子
法による因子分析を行い、因子構造を確認した。
1） 適応感　　プロマックス回転後のパターン行
列を表1に示す。大久保・青柳（2003）や大久保（2005）
で想定された「被信頼・受容感（α=.84）」「課題・
目的の存在（α=.78）」「居心地の良さの感覚（α=.86）」
「拒絶感（α=.77）」の 4因子が抽出された。
確認的因子分析を行ったところ、モデルとデータ
との適合度を示す各種適合度指標値は、

であり、適合度
は概ね良好であった。
2） キャリア意識　　プロマックス回転後のパ
ターン行列を表 2に示す。概ね河崎（2010）で想定
された 6因子（「将来展望・設計（α=.82）」「肯定
的な自己理解（α=.75）」「意思決定スキル（α=.69）」
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「情報収集・啓発的経験への積極性（α=.62）」「他
者との関係重視（α=.58）」「生活経験・ライフバラ
ンス（α=.48）」）が確認された。しかし、抽出され
た因子のうち、「他者との関係重視」および「生活
経験・ライフバランス」の 2因子では、因子の内的
整合性を示すα係数が極めて低かったことから、以
下の分析からは除外することとした。残る 4因子に
ついて確認的因子分析を行ったところ、

であり、モデル
とデータとの適合度は良好であった。

そこで、以下の分析では、適応感およびキャリア
意識の各 4因子について、逆転項目については処理
を行ったうえで、各因子の素点合計を項目数で除し
た尺度得点を用いることとした。

(2)  入学年度および男女差の検討
次に、入学年度や性による傾向を確認するため、
分析対象とした 270名の各尺度得点を用いて、入学
年度および男女ごとに平均値と標準偏差を算出した
（表 3）。そして、これらの値を用いて、入学年度（2）
×性（2）の分散分析を行った。その結果を以下に
示す。
1） 適応感　　「居心地の良さの感覚」因子でのみ、 
入学年度の主効果に有意傾向が示されたが（

p<.10；2021年度生≧ 2020年度生）、い
ずれの因子においても、入学年度の主効果は有意に
は至らなかった。
一方、「被信頼・受容感」（F p<.05）、

「課題・目的の存在」（F p<.01）、「居
心地の良さの感覚」（F p<.01）、「拒絶
感」（F p<.01）の全ての因子で性の主
効果が有意であった。すなわち、男性よりも女性の
方が、自己の課題や目的の存在を認識しており、周
囲からの被信頼・受容感、居心地の良さの感覚が高
く、拒絶感が低かった。
2） キャリア意識　　いずれの因子においても、
入学年度の主効果は有意には至らなかった。一方、

表 1　適応感尺度の因子分析結果
（主因子法 ,プロマックス回転）n  =270

表 2　キャリア意識尺度の因子分析結果（主因子法 ,プロマックス回転）n  =270
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「情報収集・啓発的経験への積極性」因子で、性の
主効果が有意であり（ （1, 266）=8.59,  p<.01）、男
性よりも女性の方が、将来についての興味関心が高
かった。また、「意思決定スキル」因子では、両要
因間の交互作用が有意であった（ （1, 266）=4.18, 

p<.05）。2020年度生では男女差が見られなかったが、
2021年度生では、女性よりも男性の方が、意思決
定スキルが高かった。

(3)  適応感とキャリア意識との関連 
入学年度および男女を込みにして、適応感とキャ
リア意識との関連の有無を検討するために、各因子
間の相関係数を算出した。その結果を表 4に示す。
拒絶感が低いほど、肯定的な自己理解が高かった。
居心地の良さの感覚が高いほど、あるいは、課題・
目的の存在が明確で充実感が高いほど、肯定的な自
己理解や将来に対する展望と設計に加え、将来に対
する情報収集あるいは意思決定スキルが高いことが
示された。さらに、被信頼・受容感が高いほど、キャ
リア意識の各側面が高いことが示された。
これらのことから、大学生活に対する適応感の高
さは、拒絶感のなさはもちろんのこと、居心地の良
さを感じ、自己の課題や目的が明確で充実感を感じ
ていること、さらには、周りから信頼されている、
受け入れられていると感じることが、段階的に自己
のキャリア意識と結びついていくことが示唆され
た。
そこで、個人が有する適応感の 4因子のバランス
がキャリア意識に及ぼす影響を検討するために、適

応感 4因子の得点を用いて階層クラスタ分析（Ward

法）を行い、適応感の類型化を試みた。そして、デ
ンドログラムの結果より、最終的に 3クラスタを抽
出した（図 1）。
クラスタ 1（n=134, 49.6%）は、「被信頼・受容感」、

「課題・目的の存在」、「居心地の良さの感覚」の 3

側面が高く、「拒絶感」が低いタイプである。全体
としてバランスよく適応感のポジティブな側面が高
く、対人関係面と自身の目標の両面でバランスのと
れた「自律的適応型」といえる。クラスタ 2（n=73, 

27.0%）は、「居心地の良さの感覚」が高く、「拒絶感」
は低いが、「被信頼・受容感」および「課題・目的
の存在」は意味上の中央値の 3点をやや下回ってい
た。学生生活に不適応を感じているわけではないが、
対人関係や学修目標等、大学生活に積極的に関与し
ているとまではいえないタイプであり、日常生活で
の快適さに基づく「情緒的適応型」といえる。クラ
スタ 3（n=63, 23.3%）は、「被信頼・受容感」、「課題・
目的の存在」、「居心地の良さの感覚」の 3側面に比
べ「拒絶感」が高く、「拒絶感」以外は 3点以下を
示していることから、「適応不十分型」と見なすこ
とができる（注 2）。
抽出されたクラスタ間で、適応感 4因子の尺度得
点に違いが見られるか否かを検討するために一元配
置の分散分析とTukey 法による多重比較を行った
ところ、弁別性が確認された。すなわち、「被信頼・
受容感」（ （2, 267）=105.45, p<.001）および「居
心地の良さの感覚」（ （2, 267）=166.32, p<.001）
得点は、クラスタ 1（「自律的適応型」）で最も高く、
クラスタ 2（「情緒的適応型」）、クラスタ 3（「適応
不十分型」）の順に、クラスタ間で有意に得点が低
下した。「拒絶感」（ （2, 267）=154.61, p<.001）で
は逆に、クラスタ 3（「適応不十分型」）で最も高く、
クラスタ 2（「情緒的適応型」）、クラスタ 1（「自律
的適応型」）の順で、有意に得点が低下した。これ
に対し、「課題・目的の存在」（ （2, 267）=115.67, 

p<.001）の得点は、クラスタ 2（「情緒的適応型」）
とクラスタ 3（「適応不十分型」）の間に違いは認め
られず、両者よりもクラスタ 1（「自律的適応型」）

表 3　入学年度および男女ごとの適応感および
キャリア意識得点の平均値と標準偏差

表 4　適応感とキャリア意識との相関係数（n  =270）

図 1　適応感尺度によるクラスタ分析結果注：*** p  <.001, ** p  <.01, * p  <.05 を示す

注：括弧内の値は標準偏差を示す
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で有意に高かった。
以上の点を踏まえ、クラスタ間でキャリア意識の
各側面に違いがあるのか否かを検討するため、クラ
スタごとの平均値と標準偏差を算出し（表 5）、一
元配置の分散分析を行った。その結果、「将来展望・
設計」（（2, 267）=4.88, p<.01）、「肯定的な自己理解」
（ （2, 267）=34.54, p<.001）、「意思決定スキル」（
（2, 267）=5.00, p<.01）の 3因子で、クラスタの主
効果が有意であった。「情報収集・啓発的経験への
積極性」因子では、有意傾向のみが示された（ （2, 

267）=2.91, p<.10）。
Tukey 法により多重比較を行ったところ、クラス
タ 2（「情緒的適応型」）よりもクラスタ 1（「自律的
適応型」）の方が「将来展望・設計」および「意思
決定スキル」因子の得点が高かった。加えて、クラ
スタ 3（「適応不十分型」）よりもクラスタ 2（「情緒
的適応型」）、クラスタ 2（「情緒的適応型」）よりも
クラスタ 1（「自律的適応型」）の方が、「肯定的な
自己理解」因子の得点が高いことが明らかとなった。
また、クラスタ 3（「適応不十分型」）よりもクラス
タ 1（「自律的適応型」）の方が「将来展望・設計」
因子の得点が高い傾向にあることが示された。

4. 総合的議論
本研究では、2020年度と 2021年度の各前期終了
時に、A大学に在籍する 1年生計 270名を対象に、
大学適応感とライフキャリアに対する意識に関する
調査をおこない、A大学 1年生の傾向と両者の関連
性について検討を行った。
その結果、1年前期終了時点での学生の適応感お
よびキャリア意識には、2020年度生と 2021年度生
で明確な違いは認められなかった（表 3）。唯一「居
心地の良さの感覚」因子で、2021年度生よりも
2020年度生の方が低い傾向が認められた。これは、
2020年度は、コロナ禍で入学後前期の授業開始が
1ヶ月遅れ、その後も 6月半ばまでオンライン授業
なっていたのに対し、2021年度は、途中にオンラ
イン授業の期間はあったものの、4月当初より多く
の授業で制約はありつつも、対面で開講された点が
影響したものと推測できる。しかし、男女を込みに
した平均値は、2020年度でも 3.48（2021年度は 3.71）

を示しており、入学当初では不安や居場所感のなさ
も指摘されていたが（e.g. 澤田・新村・高橋・坂上 , 

2020）、幸いにも前期終了時には全体的には肯定的
な適応感が醸成できていたと解釈することができ
る。
一方、全体として男性よりも女性の方が、自己の
課題や目的の存在を認識しており、周囲からの信頼
や受容感、居心地の良さ感が高く、拒絶感が低かっ
た。α =.62と因子の内的整合性が低いため、解釈
には注意が必要ではあるが、男性に比べ女性の方が、
キャリア意識の将来についての興味関心が高いこと
も示された（表 3）。

A大学に入学した理系学生という限られた対象で
はあるものの、大学進学という人生の一つの転機に
おいて、男性よりも女性の方が、大学生活という新
たな環境への適応のみならず、人間関係の構築が円
滑に行えていることが推察される。また、進路選択
において、将来に向けた自らの目標が明確である学
生が、男性よりも女性の方が多いことが推察される。
さて、以上のサンプル特性を踏まえつつ、入学後
の大学適応感とキャリア意識との関連を検討したと
ころ、肯定的な適応感とキャリア意識との間には、
全体として正の相関が有意であり、居心地の良さ感
や目標に向けての充実感、周囲からの信頼感が、キャ
リア意識と関連していることが明らかとなった。
さらに、大学生活への初期適応がキャリア意識に
及ぼす影響を検討するため、クラスタ分析を用いて
適応感の類型を抽出し、キャリア意識の各側面に違
いが認められるのか否かについて検討を行った。そ
の結果、自尊感情（self-esteem）の側面に類似する
と考えられる「肯定的な自己理解」の側面では、各
クラスタ間で違いが認められた。拒絶感が強く、大
学生活に適応できていないと自己を肯定的に捉える
ことは難しく、大学生活に居心地の良さを感じてい
ること、さらには、学生生活に課題や目的を見出す
ことができており、信頼感や受容感に基づく対人関
係を築けていると感じている者ほど、肯定的な自己
認識を有しており、精神的に健康であることがうか
がえた。本結果は、適応感と自己概念との関連を検
討した鈴木・鈴木（2019）を追証するものといえる。
一方、具体的な将来に向けた行動や意識の高さを
示す「将来展望・設計」の側面や自己効力感（self-

）とも関連する「意思決定スキル」の側面
では、クラスタ 2（「情緒的適応型」）とクラスタ 3（「適
応不十分型」）で有意な違いは認められなかった。
拒絶感がなく、居心地の良さを感じているだけでは
不十分であり、課題や目的を明確にもつことや周囲
との信頼関係を築いていることが重要であることが
示された。「将来展望・設計」や「意思決定スキル」

表 5　クラスタごとのキャリア意識得点の
平均値と標準偏差

注：括弧内の値は標準偏差を示す
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の側面は、キャリア意識の中でも、実際の行動に向
けた最も重要な側面であると見なすことができる
（溝上・畑野，2013）。本結果は、入学後の 1年前期
での大学生活への適応の可否が、これまで指摘され
ている学修成績（e.g. GPA）や休退学率（濱名，
2007；川島，2013；高橋他，2014）のみならず、キャ
リア意識の形成にも影響する可能性を示すものとい
える。このことは、学生を迎える大学にとっては、
新入生を大学入学後の早期の段階で、学びのコミュ
ニティである大学生活に適応できるよう支援するこ
とが、学士課程を通じた学生のキャリア開発サポー
トの足場作りとなることを示しているといえる。
ところで、本結果については、以下の点で課題も
残る。第 1に、大学進学時の志望動機（e.g. 入学後
の勉学志向、受験ランクによる判断）が入学後の適
応感やキャリア意識と関連することが考えられる
（佐藤・米光，2018）が、本研究では考慮できてい
ない。また、大久保・西本・鷭（2021）は、入試偏
差値が低い大学群では、学生が大学生活に対して自
律性が求められないこと、換言すれば、学生に対す
る大学の手厚いサポート状況があることが、学生の
適応感を高める傾向にあるという調査結果を報告し
ている。これらの結果は、当該大学における入学生
の特性や適応感の中味を検討することの重要性を指
摘している。今後は、これらの点も踏まえたうえで、
適応感がキャリア意識に及ぼす影響について検討す
る必要性がある。
第 2に、神原他（2019）は、IR（Institutional Research）
研究の観点から、授業目標に沿った教育効果の測定
と、それらの教育効果がディプロマ・ポリシー（DP）
に代表される上位の教育目標との適切な関連の有無
についての検討を区別する必要のあることを指摘し
ている。これらの知見に基づくならば、本研究のよ
うな 1時点での定点測定のみならず、入学後の大学
生活や学習経験を通じて、適応感やキャリア意識が
どのように変化しているのか、入学後の初期適応が、
卒業時に習得していることが求められる学生の資
質・能力のどのような側面と関連するのかについて
も検討が必要となる。たとえば、キャリア教育の学
修成果として、自己調整学習能力（伊藤・王 , 

2015）や汎用的技能（小山 , 2016; 澤田 , 2020）の
習得との関連についても検討が必要となる。
加えて、学生支援の観点からは、以下の点も挙げ
られる。すなわち、A大学の 1年前期終了時点にお
ける適応感は、平均値で見ると、両年度ともに比較
的良好な値を示していた（表 3）。その一方で、年
度に関わらず 20％強の割合で、なんらかの拒絶感
や居心地の悪さを感じている「適応不十分型」（ク
ラスタ 3）の者が存在することも明らかとなった（図

1, 補表 1・2）。「適応不十分型」の者は、他の適応
類型の者に比べ、自己を否定的に捉えがちであると
いう結果（表 5）を踏まえると、コロナ禍による影
響の有無にかかわらず、入学後早期の段階で対応が
必要な学生が一定数存在していることは事実として
受け止める必要がある。本結果は、このような現状
の一端を明らかにしたものといえる。
今後は、以上に指摘した検討課題について、学生
の成長を軸に据えて、継続的かつ詳細に分析を進め
る必要があるとともに、本研究で得られたクラスタ
ごとの特性を踏まえた入学後早期の段階における学
生支援の具体的なあり方についても、検討していく
ことが必要であると考える。

注釈
1. 本稿では、キャリア（career）を職業経験に限定した「ワー
クキャリア」としてではなく、人生全体を見通す広義の
キャリアである「ライフキャリア」の観点から捉えてい
る。したがって、「キャリアデザイン」という用語も、将
来のワーク・ライフ・バランスを含めた人生設計という
意味合いで用いている。

2. 入学年度により、各クラスタの人数に多少のばらつき
は見られるが（補表1）、有意な偏りは認められなかった
（χ2（2）=4.10, n.s.）。一方、クラスタにより男女のバラン
スには有意な偏りが見られた（補表2）。男性より女性の方
がクラスタ1（「自律的適応型」）の割合が高く、逆に女性よ
りも男性の方がクラスタ2（「情緒的適応型」）およびクラス
タ3（「適応不十分型」）の割合が高かった（χ2 （2）=8.71, 

p<.05）。
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Sawada, Tadayuki 

Abstract

This study examined the relationship between subjective adjustment and life career awareness at the end of the first 

semester. The data were collected over two years on first-year university students. Consequently, the subjective 

adjustment was higher in women than in men, regardless of admission year. However, abilities and attitudes of life career 

which was constituted by aspects such as “feeling of coziness,”  “

“feeling of being trusted and acceptance” were related to each aspect of abilities and attitude of a life career. In particular, 

and attitudes of life career, especially for having a vision and design for future life and decision-making skills. These 

results were discussed in terms of student support.

／ subjective adjustment／ life career awareness


